
・グローバルリーダーシップ研究所 研究所長、副研究所長 挨拶
・第6回IGLオンラインセミナー “My Way to Ochadai -Vision for Global Women Leaders-”
・第7回IGLオンラインセミナー “Discursive Approaches to Narratives of Leadership”
・第8回IGLオンラインセミナー「なぜ女性リーダーが求められるのか～企業の女性育成策の今、そしてこれから」
・第9回IGLオンラインセミナー “Women in Leadership Positions in Global Multinational Companies”
・第10回IGLオンラインセミナー “Different cultures in the East Asia and different responses to the COVID-19”
・お茶大人材バンクをご活用ください
・国際シンポジウム「リーダーシップのあり方における文化的多様性を考える」

“Cross-Cultural Diversity in Leadership Styles”
・第23回国際日本学シンポジウム 「近代日本と北欧・ドイツー文学・宗教・ナショナリズム」
・2021年度前期「若手女性研究者支援」プロジェクト
・前期グローバルリーダーシップ研究所関連授業報告
・お茶の水女子大学論、グローバル・リーダーシップ実習Ⅰ・Ⅱ
・未来起点ゼミ/未来起点研究
・パーソナル・ブランディング、リーダーシップ国際演習Ⅰ

・お茶大女性リーダー育成塾：徽音塾 2021年度5月～7月活動報告、2021年度9月～3月活動案内
・グローバルリーダーシップ研究所のロゴマークを募集します！
・後期グローバルリーダーシップ研究所関連授業のお知らせ

グローバルリーダーシップ研究所 研究所長、副研究所長 挨拶
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リーダーシップの考え方を組み直す
グローバルリーダーシップ研究所研究所長

小林誠

空虚な大言壮語はすべきでないですが、鋭利な
構想を立て、たくさんの人たちを巻き込みなが
ら、リーダーシップ教育・研究に進みたいと思い
ます。
リーダーシップの考察では、変革型リーダー

シップ、サーバント・リーダーシップ、あるいは
コーチング理論やコンティンジェンシー理論な
ど、さまざまな学問的追究があります。でも実は
いずれにもしっくり来ない感触を持っています。
リーダーのあり方を、たとえば民主主義の制度の
中で考えるとか、新自由主義経済政策の文脈で捉
えるとかいった、抽象度を下げたアプローチが有
効なのではないかと考えています。
ともあれ、皆さんの議論のアリーナとして研究

所が機能するよう精進することにします。

リーダーシップ研究の学際性
グローバルリーダーシップ研究所副研究所長

本林響子

グローバルリーダーシップ研究所に関わり始め
て3年目になりました。その間、セミナーやシンポ
ジウム等を企画・運営する中で、リーダーシップ
研究という分野の多様性に触れ、驚きと感動を覚
えることも多くありました。例えば、国際
誌 ”Leadership”（2005年創刊、SAGE）ではほぼ毎
年なんらかの特集が組まれていますが、そのテー
マ設定からも、実に多彩な切り口から研究者が
「リーダーシップ」という現象に迫ろうとしてい
ることが見てとれます。
リーダーシップ研究から生まれた独自の理論に

加え、他分野で蓄積された知見からも積極的に学
ぼうという姿勢に、比較的若いこの分野の躍動感
と、学際的な可能性を感じます。

来年度からはお
茶の水女子大学は
新たな6年間の中期
目標・中期計画を
掲げることになり、
研究所も別次元の
展開を目指すこと
になります。

これは裏を返せば、
どの分野からもリー
ダーシップ研究に貢献
が可能であるというこ
とでしょう。当研究所
でも、それぞれが専門
性を活かしつつ、リー
ダーシップ研究に資す
る活動ができるよう、
環境を整えていければ
と思っています。



世界的な新型コロナウイルス感染症拡大の影響で
やむを得ず着任が延期となっていましたが、2021年
3月に梨花女子大学校（韓国）名誉教授の趙成南氏
（Dr. Cho Sung-Nam）を本学特別招聘教授としてよ
うやく迎えることが出来ました。

趙教授には着任早々にご自身の紹介も兼ねたIGL
オンラインセミナーをご担当頂きました。“My Way
to Ochadai”というセミナータイトルは趙教授の提案
によるもので、本学でのグローバル女性リーダー育
成に対する想いや情熱が込められています。当日は
沢山のスライド資料とともにこれまでどのような研

究及び教育活動に従事されてきたかを紹介下さりま
した。

趙教授は梨花女子大学校リーダーシップ開発院
の院長としての経験を、本学の女性リーダーシップ
に係る研究及び教育に役立てていきたいとお考えで、
IGLとしてもそれらが円滑に進むよう全力でサポー
トしていきたいと思います。

文責：岡村利恵
（グローバルリーダーシップ研究所特任講師）

第6回IGLオンラインセミナー（2021年4月21日）
“My Way to Ochadai -Vision for Global Women Leaders-”
「お茶大へのマイウェイ－グローバル女性リーダーへのビジョン－」
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趙成南（チョソンナム）教授
グローバルリーダーシップ研究所

特別招聘教授
［招聘期間：2021年3月～2022年3月］

梨花女子大学校（韓国）名誉教授、元
リーダーシップ開発院長。
専門分野はリーダーシップ研究、社会

学、人口学、社会政策分析。
お茶の水女子大学と梨花女子大学校の

共同研究“Asian Women Leadership Model 
and Index Development”の中心メンバーで
あり、2021年度は本学においてリーダー
シップ研究・教育を担当。

第7回IGLオンラインセミナー(2021年5月10日）
“Discursive Approaches to Narratives of Leadership”
「リーダーシップ・ナラティブにおける言説／談話的アプローチ」

2021年5月10日（月）15:00～16:30、IGL主催のオ
ンラインセミナーが開催されました。

本セミナーは、「リーダーシップ・ナラティブに
おける言説／談話的アプローチ」（Discursive
Approaches to Narratives of Leadership）というテーマ
で、ジョナサン・クリフトン先生（ポリテクニック

参加があり、当該テーマへの関心の高さがうかがわ
れました。また、クリフトン先生のご講演の後、本
学教員および学生から質問があり、さらに議論を深
めることができました。

本セミナーは英語で開催されましたが、セミナー
後のアンケートでは、「クリフトン先生の説明がわ
かりやすかった」、「ナラティブという新しい視点
からのアプローチが興味深かった」、「事例が身近
なもので参考になった」、等の感想も寄せられまし
た。また、講演の内容だけではなく、なぜリーダー
シップ研究を行うようになったのかといった質問も
あり、それを受けたクリフトン先生の回答、および
司会も交えた研究者のテーマ選択に関する議論が印
象に残ったという感想も寄せられました。

文責：本林響子
（グローバルリーダーシップ研究所副研究所長）

・オー・ド・フランス大学
准教授）を講師に迎えて行
われました。組織論の「言
語論的転回」を踏まえ、言
語・言説・ナラティブとい
う観点からリーダーシップ
の概念を問い直す刺激的な
議論となりました。

当イベントは学内限定の
ものでしたが、当日は学部
学生、大学院生、研究生、
教員、職員など40名以上の



「PART Ⅰ 女性リーダー、世界の中で日本は今」
では、政治・経済分野の女性リーダーの海外・日本
を比較した結果や日本企業における新しい管理職像
を示す女性課長、男女雇用機会均等法世代の「生え
抜き」女性執行役員などを紹介したうえで、企業が
女性リーダーを求める理由、女性活躍を進める理由
をお話しいただきました。

「PART Ⅱ 日本企業の女性育成の現状を課題」で
は、女性リーダーそれぞれにおける初職からこれま

でのライフストーリーとともに、一皮むけた経験
（大きな成長につながった経験）について野村氏の
インタビュー調査結果をもとに、お話しいただきま
した。

「PART Ⅲ 女性活躍の壁となる『アンコンシャ
ス・バイアス』」では、野村氏が実施した大手企業
25社2500人アンケート分析結果（2018年実施）をも
とに説明がなされました。

質疑応答では30件以上の多様な質問・感想が寄せ
られ、司会の小林誠教授（グローバルリーダーシッ
プ研究所 研究所長）との軽快なやり取りで大いに
盛り上がりました。グローバルリーダーシップ研究
所のホームページに当日の様子を掲載しています。
ぜひご覧ください。
https://www.cf.ocha.ac.jp/igl/j/menu/event/d009703.html

文責：内藤章江
（グローバルリーダーシップ研究所特任講師）

2021年6月18日（金）
16:40より女性活躍促進
連携講座とグローバル
リーダーシップ研究所の
共催による第8回グロー
バルリーダーシップ研究
所オンラインセミナーを
開催しました。講演者は
野村浩子氏（ジャーナリ
スト・東京家政学院大学
特別招聘教授）であり、
本学学生・教職員、高校
生、一般を含め122名に
参加いただきました。

第8回IGLオンラインセミナー（2021年6月18日）
「なぜ女性リーダーが求められるのか

～企業の女性育成策の今、そしてこれから」
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第9回IGLオンラインセミナー（2021年6月8日）
“Women in Leadership Positions in Global Multinational Companies”

Shelly H.K. Kim教授はエグゼクティブ・コーチ、
人材開発コンサルタント、リーダーシップ講師であ
り、著者でもあります。Shelly H.K. Kim教授は製造
業など、様々な業界で30年以上にわたって人材開発
の実務に携わっており、人材開発で修士号そして経
営学で博士号を取得しました。

本特別講義では、GEヘルスケア、マクドナルド、
ボルボ、P＆Gなど、世界有数の多国籍企業でのエ
グゼクティブメンバーとしての豊富な経験に基づき、
ビジネスシーンにおける女性のリーダーシップにつ
いて話をしてくださいました。

Shelly H.K. Kim教授は初めに「リーダーシップの
ポジションで成功した女性にはどのような能力（知
識、スキル、資質）があると思いますか？」という
質問を参加者に投げかけ、それらの女性には皆、核
となるリーダーシップ能力があるはずであると強調
しました。

講義のあとには学生から沢山の質問がなされ、非
常に活気のある特別講義となりました。リーダーを
目指す過程で生じる様々な課題や困難を乗り越える
ためのコンピテンシーが重要である等、学生はこの
特別講義から多くを学びました。

文責：趙成南
（グローバルリーダーシップ研究所特別招聘教授）

和訳：岡村利恵（同特任講師）
黒澤真紀（同アカデミック・アシスタント）

6月 8日にゲストス
ピーカーとしてShelly
H.K. Kim教授を迎えて、
“ Women in Leadership
Positions in Global
Multinational Companies”
（グローバル多国籍企
業の女性管理職）を
テーマに特別講義を行
いました。



第10回IGLオンラインセミナー（2021年6月22日）
“Different cultures in the East Asia and different responses to the COVID-19”

4

Kim Ik-Ki教授は、中国、韓国、そして日本につ
いて比較データを示しながら、東アジアといっても、
これらの国ではCOVID-19に対する対応は大きく異
なっていることを紹介されました。

また、Kim Ik-Ki教授のさまざまな国の大学や研
究機関（韓国の東國大、米国のミシガン大学ジェロ
ントロジー研究所、日本の上智大学、中国の中国人
民大学など）でのご経験をもとに、東アジアの
COVID-19への対応に文化の違いがどのように影響
したかを類似点と相違点を交えて説明されました。

Kim Ik-Ki教授は、社会学者および老年学者とし
ての視点から、三つの国の具体的なデータ分析の統
計やグラフを多く示して、東アジア特有の文化が

COVID-19への対応に与える影響についても指摘し、
東アジアの女性の地位の変化とその文化的背景につ
いても考えるきっかけを与えてくれました。

文責：趙成南
（グローバルリーダーシップ研究所特別招聘教授）

和訳：岡村利恵（同特任講師）
黒澤真紀（同アカデミック・アシスタント）

6月22日に東アジア高
齢者福祉研究所で所長
を務めるKim Ik-Ki教授
をゲストスピーカーと
してお招きして、特別
講義 “Different cultures in
the East Asia and different
responses to the COVID-
19” (東アジアの異なる
文化とCOVID-19に対す
る異なる対応)を開催し
ました。

お茶大人材バンクをご活用ください
「お茶大人材バンク」とは、お茶の水女子大学の教職員の方が求める補助的

業務（研究・実験・事務補助・イベント等、謝金払い又は非常勤職）を、本学
の大学院生（博士前・後期課程在学生）・卒業生・修了生の皆様へ紹介させて
いただくシステムです。

人材を求めている方、学内で働きたいと思っている方はぜひご活用ください。

【問合せ先】
お茶大人材バンク事務局（グローバルリーダーシップ研究所)
Email: jinzai-bank@cc.ocha.ac.jp

お茶大人材バンクＨＰ↓

【採用・登用実績】
学部助手室アカデミック・アシスタント
附属小学校、授業補佐、実習準備等補助

学内イベント補助
データ入力

校正
実験補助
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2021年6月26日（土）、IGL主催国際シンポジウ
ム「リーダーシップのあり方における文化的多様性
を考える」（Cross-Cultural Diversity in Leadership
Styles）がオンラインで開催されました。

文化的背景が異なる人々と働くことも多くなって
きた現代においては、リーダーシップのあり方につ
いての文化差が顕在化し、思わぬ誤解を産む可能性
があります。一方で、リーダーシップを含む文化差
について、ステレオタイプに陥ることなく、動態性
にも配慮しながら考えることは、思いのほか難しい
課題でもあります。本シンポジウムでは、これらの
点を踏まえ、グローバル化と多様性の時代において
求められるリーダーシップについて検討しました。
当日は、登壇者3名、ディスカッサント2名の計5名
での議論となりました。

るロンドンメトロポリタン大学ドリス・シェドリツ
キ教授が「『ことば』からみるリーダーシップ研
究：リーダーシップ文化研究の課題とは」と題し、
講演を行いました。

セシリア・ガスコン学長による「変化の時代に何を
優先するか：州立大学を率いた10年の経験から」と
いうものでした。

ういう意味があるのか」と題して発表を行いました。

３名の講演の後、ディスカッサントとして、本学
理事・副学長であり家族社会学の専門家である石井
クンツ昌子教授、およびグローバルリーダーシップ
研究所特別招聘教授かつ梨花女子大学校名誉教授の
社会学者趙成南（チョ ソンナム）教授がコメント
を行いました。そして、それを受けて各登壇者から
の回答がなされるとともに、さらなる議論が行われ
ました。

このシンポジウムは、グローバルリーダーシップ
研究所の中心的テーマの一つである「アジアにおけ
る女性リーダーシップ」研究のための枠組みを探る
試みの一環でもあります。アジア内外での女性リー
ダーシップに関する知見を踏まえ、研究面と実践面
の双方に目配りしつつ、アジアにおける女性リー
ダーのエンパワメントというミッションに向けての
学びと対話の場となればと開催されました。総勢5
名の研究者がそれぞれの立場から、発表及びコメン
トを行うことで、理論的及び実践的見地から充実し
た議論が行われました。

参加者は271名で、10代から60代まで幅広く、所
属もさまざまであり、このテーマに関する関心の高
さがうかがえました。

文責：本林響子
（グローバルリーダーシップ研究所副研究所長）

国際シンポジウム（2021年6月26日）
「リーダーシップのあり方における文化的多様性を考える」
“Cross-Cultural Diversity in Leadership Styles”

講演１として、リー
ダーシップ研究の専門家
であり、リーダーシップ
と言語・文化的多様性に
ついての研究も行ってい

講演２は、フィリピン
のブラカン州立大学学長
であり、過去10年以上に
わたってフィリピンの大
学での学長経験を持つ

そして、講演３として、
お茶の水女子大学グロー
バルリーダーシップ研究
所長小林誠教授が「アジ
アにおける女性リーダー
を語るということは、ど



2021年度前期「若手女性研究者支援」プロジェクト

2021年7月3日（土）に比較日本学教育研究部門が
主催する第23回国際日本学シンポジウム「近代日本
と北欧・ドイツ－文学・宗教・ナショナリズム」を
開催しました。

まずペーターセン・エスベン氏（南山大学）によ
る基調講演の後、加藤敦子氏（都留文科大学）、田
中琢三氏（本学）、中丸禎子氏（東京理科大学）、
兼岡理恵氏（千葉大学）から研究発表をいただき、
その後、5名の講師によるパネルディスカッション
を行いました。

講演・発表とシンポジウムを通じて、近代日本と
北欧・ドイツという地域が、キリスト教や神道の受
容や、文学やナショナリズムといった、一見バラバ
ラに見えるパーツが意外なところで結びつき、人間
の内面的な問題と広く普遍的社会的な話とが深いと
ころで交錯する議論が展開され、まさに「国際日本
学」にふさわしい非常に興味深いシンポジウムとな
りました。

参加者は57名ほどで、終了後のアンケートは30名
から回答を得ました。「満足度」は、「満足」が13
名、「やや満足」が15名、両方を合わせると93％と
いう大変高い評価を得ました。今後の開催方法につ
いては、「オンラインがよい」が15名（50％）、ど
ちらでもよい13名（43％）、対面がよい2名（7％）
という結果になり、「今後対面で開催される際も、
オンライン配信があれば嬉しい」という意見もあり、
今後もオンライン形式の積極的な活用が望ましいよ
うです。「全体の開催時間が長い」という指摘があ
りました。もしもオンラインで開催する場合は、こ
ういう点も考慮すべき課題かと思います。

文責：神田由築
（グローバルリーダーシップ研究所

比較日本学教育研究部門長）

第23回国際日本学シンポジウム（2021年7月3日）
「近代日本と北欧・ドイツー文学・宗教・ナショナリズム」
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「宣教師エミール・シラーとヨハネス・ウィッテと
仏教の僧侶、京都、1924年。」
写真提供：: Zentralarchiv der Ev. Kirche der Pfalz.

このプロジェクトは、本学みがかずば研究員を対
象に、シンポジウムや研究集会等の開催のための経
費を支援するものです。
イベントの企画・運営を通して研究力が向上する

ことを目的としています。前期は一件採択され、
IGLとの共催イベントとして実施されます。企画の
詳細が決まりましたらIGLのHPに掲載します。前期
の採択者名とイベント概要は右記の通りです。

文責：林有維
（グローバルリーダーシップ研究所特任アソシエイトフェロー）

・企画者氏名：門田園子氏
・仮タイトル：「くらしを研究する-衣食住の
デザイン学、その方法論」

・目的、意義：企画者が所属するデザイン史学
研究会で、本年度くらしをテーマにしたシン
ポジウムを開催する。本学の生活文化学講座で行
われている衣食住の多様な研究と方法論を紹介し、
デザイン史研究の事例報告も行うことで、生活史
研究とデザイン史研究の双方にとって、研究対象
へのアプローチのあり方を探る機会を設けること
を目的とする。



前期グローバルリーダーシップ研究所関連授業報告

「お茶の水女子大学論」

今年度の「お茶の水女子大学論」は、昨年度
同様、ZoomとMoodleによるオンライン形式で開
講しました。本授業は、キャリアデザインプロ
グラム基幹科目の中でも、導入的講座として位
置づけられている授業で、主として1年生が受講
しています。今年度も1・2年生を中心に受講人
数は200名を超え、学部生向け科目群の中でも最
も履修生の多い科目の一つとなりました。

本授業のねらいは、新入生がお茶の水女子大
学の特色を知り、自らの将来をイメージしなが
ら在学期間を有意義に過ごしてもらう点にあり、
１）学長によるオリエンテーション、２）お茶
大の歴史、お茶大の特徴、学内の各種プログラ
ムを知る、３）企業や起業について学ぶ、４）
お茶大卒業生のロールモデルから学ぶ、という4
つの主要素から構成されています。毎回、オム
ニバス形式で各講師をお招きすることで、それ
ぞれの授業が有機的に繋がりながらも、様々な
視点から学ぶことができるようになっています。

佐々木学長による講演では、海外大学との交
流提携締結の取り組みについての経験をお話し
いただくことで、学生へのエールを頂きました。

現在も新型コロナウイルス感染症の影響によ
り通学機会が制限された1・2年生にとって、図
書館や歴史資料館のインターンシップ情報は、

授業を通してしか得られない貴重なものであり、
また大学院生ボランティアによる学習支援サー
ビスの存在を周知する機会にもなっています。
さらに、専修大学商学部の鹿住教授による「企
業と起業」の基礎講義は、後半に設定された本
学卒業生によるロールモデル講演へと繋がる導
入的内容と位置づけられます。

ロールモデル講演では、民間企業や官公庁は
じめ、フリーランス翻訳者、起業家、学校教員
など、計6名の卒業生に講演頂きました。毎回質
疑応答の時間を20~30分程度設け、さらに授業終
了時に提出する感想コメントに対して、各講師
からフィードバックをもらうことで、可能な限
り双方向的な授業を実施することができました。

受講生の反響も大きく、具体的な仕事の内容
を初めて知ることができたといった感想のほか、
受講生各自が知識や学びを深めた様子が読み取
れます。さらに大学時代の過ごし方、仕事に取
り組む姿勢、ワーク・ライフ・バランス等、今
後の就職活動、将来の職業生活を展望するうえ
で、大きな指針や示唆を得ることができる授業
となりました。

文責：宝月理恵
（グローバルリーダーシップ研究所特任講師）
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グローバル・リーダーシップ実習Ⅰ・Ⅱ（学部
授業・前期後期不定期）では、プログラムの一
環としてイタリアのミラノ近郊にあるパヴィア
大学の女子カレッジ、Collegio Nuovoでの約10日
間のリーダーシップ実習が行われます。この
リーダーシップ実習は「ヨーロッパと日本をつ
なぐグローバル女性リーダー教育～『ソフトス
キル』の習得」として日本学生支援機構の海外
留学派遣制度に採択されており、今年度は約12
名の学生派遣を予定しています。

今年度の授業開講に先立ち、英語での面接審
査という形で履修学生の選考を行いました。面
接では「あなたは自分自身のリーダーシップを
どのように評価しますか」、「これまでの経験
からリーダーシップには何が重要だと考えます
か」等の質問を学生に投げかけました。

リーダーシップについてはこれから本授業で
大いに学ぶことになりますが、現段階での学生
のリーダーシップに対する考え方も大変興味深
く、それぞれの個性がしっかりと輝いていまし
た。この授業を通じて学生たちが更なる成長を
どのように遂げるのか、しっかりと向き合って
いきたいです。

文責：岡村利恵
（グローバルリーダーシップ研究所特任講師）

「グローバル・リーダーシップ実習Ⅰ・Ⅱ」



前期グローバルリーダーシップ研究所関連授業報告

8

「未来起点ゼミ/未来起点研究」

株式会社ブリヂストンと本学の社会連携講座
「未来起点ゼミ」（大学院では「未来起点研
究」）は今年で3年目になります。

このゼミはお茶の水女子大学附属学校園の強
みを活かし、高校から大学院までの共通科目と
して、ブリヂストン社員と本学教員が担当する
新しい形式のゼミです。

授業のテーマは10年後、20年後の未来を起点
とし（バックキャスティング）、自己変容と日
本・世界の課題を提示することであり、学生同
士や、外部講師、ブリヂストン社員や教員との
対話によるアクティブラーニングによって、未
来の社会価値創造を目指します。

前期は、自分の願望/軸を明確にし、未来を創
る思考力、表現力、実行力を身につけるため、
表現、プレゼン、システム思考、グラフィック
レコーディングの専門家を招き、講義とワーク
ショップを通して、実現したい社会と自分のや
りたいことを具体的に描くことが目標です。

前期の受講生は高校生7名、大学1年生12名、2
年生7名、3年生7名、4年生2名、合計35名です。
また、2020年度「未来起点ゼミ」の受講生4名が、
自身の提言内容の実践に加え、サポーターとし
て参加しています。コロナ禍で今年もオンライ
ン講義となりましたが、学生同士の対話の機会
を多く設けました。また、本年度は新しい試み
として、ブリヂストンから7名が4回ファシリ
テーターとして講義に参加し、学生の対話を活
性化させ、学生と意見交換もしました。

後期は、グループ発表の形で「未来起点フォーラム」
で提言してもらうことを目標にしています。

文責：郭麗娟
（グローバルリーダーシップ研究所特任講師）
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「リーダーシップ国際演習I」

前期に大学院授業である International Seminar
for Leadership I（リーダーシップ国際演習Ⅰ）を担
当しました。この授業の目的はリーダーシップ
とジェンダーについての理解を深めることです。
また、ポスト・パンデミックを意識して、アジ
アの女性リーダーシップモデル、リーダーシッ
プの男女差、将来の女性リーダー像、リーダー
シップとジェンダーに関するグローバルアジェ
ンダの特徴など、さまざまなテーマを取り上げ
ることで、リーダーシップに関する理論的分析
と実践的知識の両方を習得することを目指しま
す。

本授業では海外からのゲストスピーカーによ
る講義も行いました。学生は、英語で積極的に
ディスカッションやチームプロジェクト、意見
発表を行い、リーダーシップとジェンダーと
いった国際的な問題について理解を深め課題解
決の道を探りました。

ほとんどの講義はZoomで開催されましたが、
メンタリングセッションとして学生とオフライ
ンで何度かミーティングを実施しました。そこ
では「何に関心を持っているか」、「研究テー
マ」、「大学院生活の様子について」等を共有

し、女性が活躍するためにはどうすればよいか
について、刺激的なアイデアや考えを出し合い
ました。

文責：趙成南
（グローバルリーダーシップ研究所特別招聘教授）

和訳：岡村利恵（同特任講師）
黒澤真紀（同アカデミック・アシスタント）

前期グローバルリーダーシップ研究所関連授業報告

「パーソナル・ブランディング」

本講座では、①内面：自分の強みや可能性を
知る、②外見：自身の見た目は何を伝えている
のかを知る、③伝え方：態度や表情・話し方な
どによる違いについて、理論と実践を交えなが
ら学びを深め、自身の「個」を磨きつつ、自分
の強みや可能性を意識的かつ強力に伝達し、記
憶に残してもらう方法を学びます。受講生は62
名であり、すべての授業をオンラインツール
（Zoom）にて実施しました。

感想として「今まで自分の特性はなんとなく
わかっているつもりだったが今回のワークを通
して自分は意外と良い特性を持っているかもし
れないと感じて自信がついた。プレゼンのテク
ニックを学ぶことができただけでなく自分の自
信をつけるきっかけにもなり、受講してとても
良かったと思っている。」、「私はこの４月に
パーソナル・ブランディングの授業を受けるま
でどれだけ考えても自分とは何か、自分には何
ができるのかが分からず、自分が将来やりたい
ことについても自分と向き合うことが怖くて考
えようとしてきませんでした。しかしこの授業

を通して自分の弱い部分と向き合いながらも強
みを見つけ、さらには自分が無価値だと思って
いた過去の経験が今の自分を作り上げているこ
とにも気づくことができました。大まかな目標
も立てることができ、これから頑張っていく理
由を１つ見つけることができました。私にとっ
て非常に学びの多い充実した時間でした。」な
どを得ました。

講義に対する満足度も高く（とても満足87％、
満足13％）、本講義を役立つ（とても役立つ
89％、少しは役立つ11％）と回答し、講義を通
じて考え方や行動が変わった学生（大いに変
わった59％、少し変わった39％）が多数みられ
ました。

文責：内藤章江
（グローバルリーダーシップ研究所特任講師）



お茶大女性リーダー育成塾：徽音塾 2021年度5月～7月活動報告
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【徽音塾がリニューアルしました！】
キャリアアップを目指す女性のために、2014年度に開講した「お茶大女性ビジネス

リーダー育成塾：徽音塾」では、2020年度までに約260名の塾生が学びを深め、繋が
り、それぞれの立場で最大限の可能性を開花させてきました。
そして今年度、企業等で指導的立場に就くことを目指す女性に限らず、より多様な

分野・立場でリーダーシップを発揮することを目指す女性を応援するために、「お茶
大女性リーダー育成塾：徽音塾」としてリニューアルを果たしました。
多様な女性の皆様の一助となりますよう願っております。お気軽にご参加下さい！

石井クンツ昌子新塾長の告辞で開講式を迎えまし
た。リニューアル後もオンラインの恩恵で多様な立
場の方の、また法人のお申込も増加しています。

5月「女性のエンパワーメントとリーダーシップ
講座」は、初登場の「子どもとは何か ～子どもと
過ごし関わる中で問い続ける～」（宮里暁美講師）
に13名、リピート開講の「キャリアの選択肢を広げ
る、付加価値を生む女性たちの仕事」（横田響子講
師）に23名、「貴女のリーダーシップを磨く より
よいキャリアを積むために」（高田朝子講師）に23
名、「多様性対応コミュニケーション」（吉田友子
講師）に22名ご参加と大盛況で、自身の人生の再評
価や起業への意欲等に繋がったという方もいました。

新規の6月～7月「お茶大プロフェッショナルレク
チャー」（本学教員担当）は、「ゲノム医療時代の
健康管理と遺伝カウンセリング」（三宅秀彦講師・

神原容子講師）に6名、「植物油と健康～氾濫する
食情報に流されないために～」（藤原葉子講師）に
10名、「すまいのデザインと社会」（元岡展久講
師）に3名、「都市の記憶、都市の想像力」（小林
誠講師）に7名と、こちらはゼミ的に手厚く、各講
師の手法や研究の最先端等も披露されました。

ネットワーキングランチは5月「人生サバイバル
時代を生き抜く？ 突然社内失業したらどうします
か」（田邉恵子氏）、7月「女性活躍？ いやいや、
私くすぶってますから。繋がりの先に見えたもの」
（山木しおり氏）と、以前より要望のあった、塾生
が講師を務める企画を実施し、等身大のお話に共感
が多く集まりました。

文責：森暁子
（グローバルリーダーシップ研究所 特任アソシエイトフェロー）

9月から3月に「お茶大プロフェッショナルレク
チャー」を引き続き8科目、11月から2月に「ビジネ
ス講座」を4科目開講します。

前者はリーダーシップを発揮するための深い知識
と高度な教養を本学教員から学ぶ講座、後者は一般
的なビジネススクールで学ぶ内容を厳選した講座で
す。昨年度までの科目やネットワーキングランチ等
で人気を博した講師が満を持して再登場するほか、
新規の講師も複数登場します。専門性が高く、
SDGsやCSVに応用可能な科目や、アントレプレ
ナーシップを刺激する科目の数々にもご注目下さい。

女性同士の気軽な交流とネットワーク構築のため
の、オンライン・ネットワーキングランチの企画も
引き続き随時行います。こちらは就業経験のある女
性であれば、どなたでも無料で参加いただける催し
です。毎回様々な講師によるミニレクチャーで多様
な視点を得ながら、画面越しに飲食して歓談します。
最新情報は徽音塾HP、Twitterをご参照下さい。

文責：森暁子
（グローバルリーダーシップ研究所 特任アソシエイトフェロー）

お茶大女性リーダー育成塾：徽音塾 2021年度9月～3月活動案内
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2021年度徽音塾（9月～3月）開講予定表

グローバルリーダーシップ研究所では、本研究所を象徴する
ロゴマークを募集します。最優秀賞に選ばれた作品は今後研究
所の公式ロゴマークとして使用されます。あなたの「グローバ
ル女性リーダー」への想いをロゴマークとして表現してみませ
んか？「デザインが好き！」、「イラストが得意！」、「大学
で何か形に残ることをしてみたい！」と考える人はこの機会を
お見過ごしなく。

グローバルリーダーシップ研究所は、あなたの自由でクリエ
イティブな作品をお待ちしています。

【詳細はこちら】

【募集期間】8月1日（日）～9月30日（木）
【結果発表】選考結果は10月中頃までに応募者に連絡し、

その後、研究所のホームページに掲載。
【応募資格】本学の学生（学部生・大学院生）
【 賞 品 】最優秀賞1作品（賞品としてAmazonギフト券

3万円分を贈呈）
※その他の応募作品には参加賞を贈呈。

グローバルリーダーシップ研究所のロゴマークを募集します！



後期グローバルリーダーシップ研究所関連授業のお知らせ

【発行元】 国立大学法人お茶の水女子大学グローバルリーダーシップ研究所
〒112-8610 東京都文京区大塚2-1-1人間文化創成科学研究科棟506室

Tel/Fax: 03(5978)5520 E-mail: info-leader@cc.ocha.ac.jp
URL: http://www.cf.ocha.ac.jp/igl/

グローバルリーダーシップ研究所では、2021年度後期に以下の授業の開講を予定しています。
学生の皆さんの積極的な受講を歓迎します。〔CDP：キャリアデザインプログラム基幹科目の授業です。〕
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授業名 開講
時期 内容

女性のキャリアと経済［21N0092］
（学部）〔CDP〕

火曜
9・10
限

社会の第一線で活躍中のゲスト講師の講演から、仕事やキャリア
展開を考える授業です。

ファシリテーション［21N0093］
（学部）〔CDP〕

火曜
7・8限

企業から出された課題に対し、グループで解決案を策定し、プレ
ゼンしてもらいます。このプロセスを通してファシリテーション
の手法を身につけます。

女性のキャリアと法制度
［21N0094］（学部）〔CDP〕

水曜
5・6限

ジェンダー視点から「女性の労働・就労」や現代のライフコー
ス選択に関わる様々な問題について分析・考察し、働く女性に
関する法制度について学ぶとともに、自分自身のキャリア形成
について考えます。

ダイバーシティ論［21N0095］
（学部２～4年生）〔CDP〕

火曜
7・8限

特に組織におけるダイバーシティに焦点を当てながら女性のリー
ダーシップについても学びます。ダイバーシティを推し進めるに
はどのような「仕組み」が有効なのか、アクティブ・ラーニング
やインタラクティブな授業を通じて履修生と一緒に考えます。

未来起点ゼミ
（学部）

Ⅱ［21N0221］
木曜

9・10
限

「未来起点ゼミⅠ」での自己の提言内容の実践
・自己の提言内容の策定・修正・実践
・自身の活動報告（未来起点フォーラム）

Ⅳ［21N0223］ 不定期
「未来起点ゼミⅡ」の支援
・授業のサポート
・ゼミ生と対話・未来起点フォーラムのサポート

グローバル・リーダーシップ実習Ⅱ
［21B2100］（学部） 不定期

授業で学んだリーダーシップスキルを実践できるように、大学の
内外で提供される様々な機会を活用し、社会やコミュニティとの
つながりのなかで国連サミットが掲げるSDGsのような現代的諸
課題を意識しながら自らのテーマを見出し、自己の成長にとどま
ることなのない、より広い意味でのリーダーシップを探求します。

アカデミック女性リーダーへの道
（実践編）［21S0132] （大学院） 集中 研究申請（学振特別研究員他）およびプレゼンテーションの知識

やスキルを高める授業です。

キャリア開発特論（基礎編）
［21S2006］（大学院） 不定期 外資系コンサルティング会社のアクセンチュア株式会社との協力

で行う、仕事・キャリアについて学び、考える講座です。

リーダーシップ国際演習Ⅱ
［21S0263］（大学院）

火曜
5・6限

特別招聘教授Cho Sung-Nam先生による授業です。リーダーシッ
プとジェンダーについて学び、理論的分析と実践的知識の両方を
理解することを目的としています。
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